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	平成２２年度科学研究費補助金交付申請書
独立行政法人                                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年４月１３日
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	所属研究機関の本部の
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	名称

　　　長崎大学
	

	
	所属研究機関の長の職名・氏名
	職名　　学　長
	氏名　　片　峰　　茂
	

	
	研究代表者の部局・職
	部局
　　　　熱帯医学研究所
	職

教授
	

	
	フ　リ　ガ　ナ
	 　　　　　　ヤマモト　タロウ
	

	
	研究代表者の氏名
	　　　　　　　山本　太郎　　　　　　　印
	

	
	
	
	

	次のとおり研究を実施したいので、科学研究費補助金（ 基盤研究(B) ）の交付を申請します。

なお、交付された補助金は、補助条件に従い適正に使用します。

	研究課題名
	Ｇ型肝炎ウイルス二重感染がＨＴＬＶ-1母子感染に与える影響：後向きコホート研究

	（交付予定額）　　補助金額


	直接経費①
	間接経費②
	直接経費と間接経費の合計（①＋②）

	
	2,500,000　　　円
	750,000　　　　円
	　　　　　3,250,000　　　 　円

	
	　直接経費の
　費目別内訳
	物品費
	旅費
	謝金等
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	500,000    円
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者
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	機関番号
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	役割分担等　本年度の研究実施計画に対する分
　　　　　　担事項等を具体的に記入すること。
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	直接経費

（研究者別内訳）

（円）

	
	氏　名
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	山本　太郎
	長崎大学熱帯医学研究所
教授
	
	
	

	
研

究

分

担


	8
	0
	3
	4
	6
	9
	4
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	ウイルス学的研究

	5
	100,000

	
	市川　辰樹
	長崎大学大学病院助教
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	〔分担研究者から外す理由〕
体調不良の為　
本人承諾済み
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	　矢野　公士
	独立行政法人国立国際医療研究センター国府台病院医長
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	1
	9
	9
	9
	2
	5
	（ウイルス学的研究）ＨＴＬＶ-1の評価、ＧＢＶ-Ｃアッセイ系の確立
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	片峰　茂
	長崎大学学長
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	補助事業者合計（小計）
	           　　3　 名
	
	直接経費合計（小計）
	2,500,000

	キーワード
	①　疫学
	②　感染症疫学
	③
	④
	⑤

	機関番号
	  １７３０１
	研究種目
	基盤研究（B）
	課題番号
	20390186

	経費管理担当者・部局・職・氏名
	部局・職　熱帯医学研究所
管理係長
	氏名　
林田武信
	（１）　　

	　研究の目的
　
本研究は、G型肝炎ウイルス（GB virus C:GBV-C/HGV）の二重感染が成人T細胞白血病ウイルス(Human　T Lymphotropic Virus type 1 :HTLV-1)の母子感染に与える影響を、後向きコホート研究によって評価する

研究である。これまでに行われた研究から演繹される仮説として、我々は「GBV-C/HGVの二重感染がHTLV-1
母子感染を抑制する可能性がある」との仮説を得た。この研究仮説を検証することを目的とする。
　上記仮説設定に至った理由として、以下の理由を挙げる。第1に、HTLV-1は、HIV-1と同じヒト・レトロウイルスの一種であり、複製に際し逆転写酵素を用いる、また、感染に際し、染色体へのインテグレーションが見られるといった点を含め、幾つかの点で、HIV-1と共通の生物学的特性を共有しているということ。第2に、GBV-C/HGVが、HIV-1の複製や、HIV感染からエイズ発症までの潜伏期間を修飾している可能性が示唆されたことが挙げられる。


	○
 ○

	　本年度（～平成２３年３月３１日）の研究実施計画
　昨年度は、HTLV-1抗体陽性妊婦保存血清のうち、出生児のHTLV-1感染の有無が、これまでに行われたHTLV-1母子感染防止事業より明らかな血清のリストを作成し、リストのなかから、無作為に抽出した血清に対しGBV-C/HGV感染率をELISAおよびRT-PCRを用いて計測し、妊婦集団におけるGBV-C/HGV感染率の推定を行った。１８０検体を調査したところ、RT－PCRによる感染率は約２％と低率であった。得られたGBV-C/HGV感染率より、GBV-C/HGV感染の有無によるHTLV-1母子感染率有意差検定に必要なサンプルサイズの推定を行ったところ、必要なサンプル数は約1000検体であることがわかった。母子感染率の違いを検定するにはサンプルを収集する必要がある。それを行いつつ、今年度は上記検体に対し、 GBV-C/HGVエンベロープ領域の抗体陽性率を調査し、HTLV-1キャリアに対する抗体陽性率を調査する。

一方で、 GBV-C/HGV感染の有無によるHTLV-1母子感染率有意差検定の途中で、使用した検体につき、母子感染率の経年変化を同時に調査し、HTLV-1流行の様相の変化を調べることとした。また、同じウイルスに対し、各地より集めたHTLV-1陽性検体の分子疫学的実験を組み、HTLV-1の分子系統樹の作成を行うことを計画した。両調査についても、倫理委員会の承認を得る。

（GBV-C/HGV抗体測定）

　GBV-C/HGV抗体の測定は、ELISA法を用いてGBV-C/HGVのエンベロープを構成するE2領域に対する抗体を測定する。興味深いことに、抗E2抗体陽性者は、全て血中のウイルスRNAが陰性であり、この抗体の存在が、ウイルスクリアランスの指標として使える可能性が示唆されている。
【平成２２年度計画】
　平成２２年度は、無作為抽出した保存血清を用いて、GBV-C/HGV抗体の測定を行う。同時に母子感染率の経年変化を調査し、HTLV-1流行の様相の変化を調べる。また、同じウイルスに対し、各地より集めたHTLV-1陽性検体の分子疫学的実験を組み、HTLV-1の分子系統樹の作成を行う。こうした研究により、HTLV-1流行の様相に関する理解がより深くなることが期待される。
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